
オリンピック・パラリンピック・ムーブメント推進校 実施報告書 

 
【都道府県】 宮城県  

【学校名】  亘理町立高屋小学校  

【テーマ】   Ⅰ    Ⅱ    Ⅲ    Ⅳ    Ⅴ     

 

【実践研究タイトル】  

障害のある方とのスポーツ交流等を通した，共生社会構築意識の向上 
	 ～リオ・パラリンピックに出場した車椅子バスケットボール選手等との交流を通して～ 
【実施学年、部、講座等】 

第 1 学年(男子 5 名・女子 3 名) 第 2 学年(男子 5 名・女子 5 名) 第 3 学年(男子 2 名・女子 6 名) 

第 4 学年(男子 3 名・女子 5 名） 第 5 学年(男子 1 名・女子 5 名) 第 6 学年(男子 9 名・女子 4 名) 

【目的・ねらい】 

・障害のある方々との交流を通して，差別や偏見をもたない「共生の心」の涵養を図る。 

・車椅子バスケットボールプレーヤーとの交流を通して，障害者スポーツに関心をもたせる。 

・パラリンピックに出場した監督等の話を伺い，オリンピックやパラリンピックへの関心を高める。 

【種類】（当てはまるものに◯） 

・各教科（体育）	 ・道徳	 ・外国語活動	 ・総合的な学習の時間	 ・特別活動 
・教科以外での取組（創意（１・２年）） 
【実践内容等】 

（実施内容） ※適宜、様子を示す写真、図表、記録を含めてください。 

１ 各学年の主な実践内容等 

 １）１年 手話教室（２時間），障害者スポーツ体験（２時間） 

２）２年 手話教室（１時間），障害者スポーツ体験（２時間） 

 ３）３年 車椅子体験（２時間），白杖体験（２時間），障害者スポーツ体験（２時間） 

 ４）４年 手話・指文字体験教室（４時間），障害者スポーツ体験（２時間） 

 ５）５・６年  盲導犬体験教室（２時間），障害者スポーツ体験（２時間） 

２ 障害者スポーツ体験：車椅子バスケットボールチーム「宮城 MAX」との交流会 

１） 対面式 

・校長あいさつ（代理：教頭），・講師紹介（宮城 MAX 岩佐監督） 

２） 車椅子での日常生活についての説明・実演等 

     ・段差のある場所での車椅子の操作等の実演や説明 

３) 車椅子バスケットボールについての説明 

    ・車椅子バスケットボールのルールについて 

   ・リオパラリンピックでの車椅子バスケットボールチーム 

の活動や成績等について 

・選手の努力や苦労・喜び，今後の目標について 

・選手によるデモンストレーション（シュートやパス，車椅子の激しい衝突場面など） 

４） バスケットボール用車椅子乗車体験等（指導：岩佐監督，椎名代表） 

   ・乗車及び走行 ・走行からパスを受けてのシュート 

 Ⅰ オリンピズムの教育的価値 

 Ⅱ おもてなし精神とボランティア 

 Ⅲ パラリンピックと障害者スポーツ 

 Ⅳ 日本文化と異文化・国際理解 

 Ⅴ スポーツを楽しむ心 

様式２ 



（実施内容の続き）  

５） 宮城 MAX の選手とのミニゲーム 

   ・４年生対１名の選手  ・５年生対１名の選手 ・６年生対１名の選手 ・職員対選手  

   ・１～３学年は見学 

６） 質問タイム 

   ・車椅子バスケットボールを始めたきっかけや始めて変わったこと 

   ・これからの夢など，たくさんの質問が出ました。 

７） 閉会式 

   ・お礼のあいさつ（６年代表児童）  ・記念写真撮影 

（実践上の工夫点，留意点等） 

１ 体験を通して学ぶことを重視し，社会福祉協議会の方，町などボランティアの方，視覚や聴覚な

どに障害のある方等にお越しいただいて，体験したり話を聞いたりして学びを深めている。 

２ 実際に選手の動きを見る場面や児童が体験できる場面を取り入れ，障害のある方々の大変さ，

全日本やパラリンピックに出場する選手のすごさを実感できるようにした。 

３ 選手の努力や向上心に関わる話等を入れてもらうようにお願いし，児童に障害に負けない心や

障害のある人もない人も共に助け合って生きられる社会を作ろうとする意識をもてるようにした。 

（成果）※児童・生徒の学習効果、意識変容等の効果について、可能な範囲でアンケート結果等概要を記入してください。 

１ 各学年の実践から 

１）本校児童は，障害のある方などを「変な人」などという偏見をもった目で見ることがない。「みん

な同じ『人間』」という意識・気持ちが育っていると感じられる。 

２）体験を通すことで，障害のある方の苦労や努力を実感するとともに前向きに頑張っているみな

さんからよい刺激を受ける学習機会になっている。 

２ 児童の宮城ＭＡＸへの「お礼の手紙」や「勉強になったことの記録」から（原文から抜粋） 

１） 車椅子に選手たちが乗って，すごく速くてすごかったです。（１年） 

２） ちょっとした段差を上れない人がいたら助けてあげたいです。（２年） 

３） いっぱい練習しないとこんなすごいことはできないんだと，ぼくは思いました。（３年） 

４） これからも，今日習ったことをスポーツに生かしていきたいです。（４年） 

５） ２０２０年の東京パラリンピックで，日本がメダルをとれるように願っています。（５年） 

６） 「不便だけど不幸ではない」という言葉を聞いて，障害のある人のことを差別したりへんなふう

に見たりすることは，障害のある人にとっていやなことだから，障害のある人を見てもいやなふう

に見ないで普通に接したいと思いました。（６年） 

以上のようなことから，ねらいが達成できたよい交流会になったと思われる。 

【オリンピック・パラリンピック教育の実施に伴う課題点】 

※オリンピック・パラリンピック教育の継続的な展開に向けて、実践を通して得られた課題点がございましたら、自由に記述してください。 

１	 今年はリオｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸがあったので選手や監督等，来ていただきたい方々が忙しす

ぎて大変だったと思いました。早く実施校を決めて伝えていただけるといいと思います。 
２	 オリンピック・パラリンピック教育に関する学校としての指導計画を整えるのが，実践まで

の時間的なことなども含めて難しいと感じました。１の実施校を早く決めることに関連して年

間指導計画を実施前年度に作成できるように進められるとよいと思いました。 
 


